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小学校社会科概念探求学習の創造131
――教授書試案『米作り最前線』を中心に一―
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同じ米でもおいしいと思う人やますいと  ~ →






























































































L-1 ササニシキ・ コシヒカリだけが本当においしい米なのか ;「暮らしの手帖84」
L-2 三度の食事の調査報告 ;「暮らしの手帖84」
M-1 鳥取県農業事情 :「朝日新聞」












































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 51年度7%成長の可能性                経済評論 1976. 6月号
② 雇用二重構造の再生                  経済評論 1978。3
③ 石油インフレ論批判                  経済評論 1979,■
④ 日本農業雑感                     経済評論 1980。2
⑤ 技術革新と市場原理一農業の国際競争力改善の方途一   農業と経済 1980。 6
⑥ ニュー ジランド農業見聞記(下)            新農政 1980. 8
⑦ 農業革命を展望する                  経済評論 1980.11
③ 比較日本経済論                    経済評論 1981. 2
⑨ アメリカ農業事情                   経済評論 1981.4
⑩ 食糧安保は農業保護にあらず              ESP  1981. 7
① 農業は成長産業である                 経済評論 1981. 9
⑫ 補助金漬けエサ米論を排す               週刊東洋経済 1981.10
⑬ 農業自立戦略論批判に応える              経済評論 1981.12
⑭ 草の根農政への転換を                 経済評論 1982. 8
⑮ 食と農業と農村―「農業自立戦略」の立場から一     月刊NIRA 1982.■
⑩ 日本農業を喰い物にする思潮を排す           中央公論 1983.2
⑦ EC農業事情                     経済評論 1983. 3


















9-3 日本経済新聞 (1992. 1.6, 1。 8)は,「関税化はコメ保護に有効Jとする政府部内意見の急浮上と,
政権構想フォーラムの緊急提言「コメ生産費年2.5%削減,関税化受け入れ外国米と競争可能」を報じている。
また,政府内には「コメ関税化・食管法改正せず受け入れ可能」(92.1.13)論が浮上していることを報じて
いる。国会でコメ輸入自由化決議が成立する見込みが乏しい現在,食管法第■条1項「政令で別段の定めある
場合を除いて政府の許可」が必要とされる輸入規定を,政令で条件を定めればその条件の範囲内で自由に輸入
が可能と解釈し,さらに政令を受ける農水省令の一部も改正(輸入許可が不要な重量の上限を大幅に引き上げ,
用途も限定しない)しさえすれば,閣議決定と省令改正だけで済むというシナリオである。
内閣法制局見解でこのシナリオにストップがかかったが,ガットの今後の展開次第では蒸じ返される可能性
もある。
小山直樹:小学校社会科概念探求学習の創造い
また,伊藤一橋大学教授は食糧安保論=「一国完全自給論」を批判して,「集団安保論」=「輸入先の分散化,
備蓄の強化と生産の効率化」が求められるとしている。氏は「コメ輸入自由化問題は他国間協議で解決するか,
日米三日間協議で解決するかの選択でしかない」と断言している.。 (日経92-. 1,13)
10 当面ょ授業構成論および日本型供給方式後の新産業パラダイムの探求を中心にした論考を準備している。
(引用文献および参考文献の主要なものは,既に論文中で紹介したので省略する。〉
(1992年4月20日受理)
